










【要約】高知県は ATL の endemic area のひとつであり、その予防対策が強く望まれてい

る。そこで、1987 年 7 月より高知県と高知医大の協力のもとにいわゆる『高知方式』と

呼ほれる ATL母子感染防止事業を開始した。この『高知方式』の特徴は、県下一斉に実施

した場合に生じうる社会的混乱を回避するために、まずモデル地区を設定したことである。

このモデル地区での妊婦の ATL キャリア率は 4.4%高率であった。高知全県では 3774 例を

検査し 109 例の妊婦がキャリアであり、そのうち分娩が終了した 81 例中 77 例(95.1%)が

人工乳哺育であった。この高い人工乳哺育率は対応した医師が統一的説明を行った『高知

方式』の成果と考えられた。しかし、人工乳のみで哺育し、1 年以上フォローできた 31

例中 3例(9.7%)の児が抗体陰転後再陽性となり、人工乳哺育のみでは ATL の母子感染を予

防することは困難であることが示唆された。


